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授業設計

• 学習目標の達成に向けて、学習内容・評価を体系的に設計するプロセス

• 関連分野: インストラクショナルデザイン、学習科学、認知心理学

• ADDIEモデル（インストラクショナルデザイン）

• Analyze（分析）

• Design（設計）

• Development（開発）

• Implementation（実施）

• Evaluation（評価）

出典: https://en.wikipedia.org/wiki/ADDIE_model

https://en.wikipedia.org/wiki/ADDIE_model
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逆向き設計  ～学習目標・評価・内容を揃える～

• 流れ

• 学習目標を明確化する

• 学習目標を評価できる方法・課題を設計する

• 目標と評価に合わせて学習内容を決める

• 具体例

• 目標: 〇〇に関する体系的な知識を説明・日常へ応用できるようになる

• 評価: 対面における筆記試験で評価

• 目標に対して妥当な評価であれば従来の評価方法でも問題はない

• 授業内容: 知識を理解・応用する講義・協働学習

• この中で必要に応じて生成 AI を使う

「生成AIが話題だから授業で使う」は×（手段の目的化）
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メリルの ID第一原理 ～効果的な授業の原理～

• Merrill (2002) がメタ研究から抽出した、効果的な授業に共通する5原理

• 問題: 現実に即した課題に取り組ませる

• 活性化: 既有知識を呼び起こす

• 例示: 教えるだけでなく実演する

• 応用: 学習者が実際にやってみる

• 統合: 学んだことを日常・他文脈に応用する
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認知負荷理論

• Sweller (1988, 2011) による、ワーキングメモリの容量制限に基づく理論

• 外在性認知負荷: 学習内容そのものではなく、提示のされ方や不要な処理に
よって生じる負荷

• 例: 冗長な装飾、分散した情報、不要な視線移動、二重説明

• 対応: 不要情報を減らし、情報を統合して提示する

• 内在性認知負荷: 学習内容のそのものの複雑さによる負荷

• 例: 多くの要素を同時に関係づける必要がある内容

• 対応: 順序立てて説明する、前提知識を先に与える、スモールステップ化
する

• 学習関連負荷: スキーマ構築・精緻化に向けられる認知的努力

• 近年これを独立した第3の負荷とは見なさない整理も有力



5

科学的に効果が高い学習方略

• 認知心理学の大規模メタ分析（Dunlosky et al. 2013）による上位の方略

• 練習テスト: 自分で思い出す・問題を解く・フラッシュカードで確認すると
いった低負荷の自己テスト

• 分散学習: 詰め込みではなく、学習を時間的に分ける

• 精緻化質問: 「なぜそれが正しいのか」を自分で説明

• 自己説明: 新情報が既知情報とどうつながるか、あるいは問題をどう解いた
かを自分で説明

• 交互学習: 同じ種類の問題をまとめて解くのではなく、異なる種類の問題や
トピックを混ぜて練習する
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形成的評価とフィードバック

• 学習・教授方法などに関するメタ分析 (Hattie 2009)

• フィードバックの効果量 d=0.70（学習に与える影響は極めて大）

• 形成的評価に関するメタ分析 (Black & Wiliam 1998)

• 250本以上の研究をレビューし、形成的評価の効果量 d=0.4〜0.7

• 効果的なフィードバックの3つの問い (Hattie & Timperley 2007)

• Where am I going?（目標はどこか）

• How am I going?（現在地はどこか）

• Where to next?（次は何をすべきか）

練習の機会を与え、その評価やフィードバックの提供が肝要
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アクティブラーニング

• 理系科目でアクティブラーニングの効果が高い (Freeman et al. 2014)

• 講義型と比べて試験成績が0.47標準偏差高い、伝統的講義では不合格率
が55%高い

• 文系科目でもアクティブラーニングの効果が高い (Kozanitis & Nenciovici 
2023)

• 講義型と比べて試験成績が0.49標準偏差高い

• 科目別では社会学・心理学・言語・教育・経済学で効果が特に大きい

• 20名以下の小規模クラスで効果が顕著だった

• ICAPフレームワーク (Chi & Wylie 2014)

• 学習効果: 対話的 (Interactive) > 構成的 (Constructive) > 能動的 (Active) 
> 受動的 (Passive) 
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学習のユニバーサルデザイン

• CAST UDL Guidelines 3.0

• 学びの多様性を前提
に、すべての学習者
が主体的に学べる環
境をデザインするた
めのフレームワーク

• 必要に応じて
合理的配慮も

出典: https://udlguidelines.cast.org/static/udlg3-graphicorganizer_japanese.pdf

https://udlguidelines.cast.org/static/udlg3-graphicorganizer_japanese.pdf
https://udlguidelines.cast.org/static/udlg3-graphicorganizer_japanese.pdf
https://udlguidelines.cast.org/static/udlg3-graphicorganizer_japanese.pdf
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まとめ

• 授業設計のポイント

• 目標・評価・内容の整合（逆向き設計）

• 効果的な原理・理論・方法

• メリルのID第一原理、認知負荷理論、アクティブラーニング

• 練習テスト、分散学習、精緻化質問、自己説明、交互学習

• 評価とフィードバック 

• 学びの多様性への配慮

• 学習のユニバーサルデザインを前提に、必要に応じて合理的配慮を

生成AIは「手段」であり「目的」ではない
何を学んでもらいたいかに合わせて、内容・方法を決める
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